
    年  月   日   週目 主日礼拝  神殿運動 悔 改  祝福           
   書 旧約聖書 最後 預言書             通   神殿建築      出来         礼拝 成功                 通   神殿運動 

戻          神殿      契約 重要性 分    礼拝 成功          悔 改       言     

1.神殿運動の流れと重要性 2.悔い改め 3.祝福の約束
▲多くの人が苦しみを受けている理由は、神殿運動の重要性を知らないから。

○創 3:15(わたしは、おまえと女との間に、また、おまえの子孫と女の子孫との間に、
敵意を置く。彼は、おまえの頭を踏み砕き、おまえは、彼のかかとにかみつく。)
・創 3章の問題で家庭が破壊をされた―サタンの頭をキリストが踏み砕く。

1)創 22:1-2（そしてわたしがあなたに示す一つの山の上で全焼のいけにえとし
てイサクをわたしにささげなさい。」）

(1)アブラハムが、偶像、悪魔に掌握をされてたウルを出てカナンの地へ向かう。
(2)息子のイサクを産む－神はイサクを全焼の生贄として捧げるように命じた。
－アブラハムは神の命令に従い息子を捧げようとした→主が天使を遣わし守る。

－モリヤ山での体験によりイサクより契約が重要である事を分かる。

(4)創 22:17-18（わたしは確かにあなたを大いに祝福し、あなたの子孫を、空の星、
海辺の砂のように数多く増し加えよう。そしてあなたの子孫は、その敵の門を勝

ち取るであろう。）

・アブラハムの子孫(キリスト)が悪魔の頭を踏み砕く→キリストが全てである。
(5)ヨセフ以降にキリストの契約を忘れ 400年間エジプトの奴隷となる。
－モーセを通してキリストの契約を回復する(出 3:18)。
(6)モーセを立ててカナンの地へ向かう→ヨシュアはエルサレムを征服出来ない。
→士師の時代、サウル王の時代にもエルサレムを征服出来ない。

→ダビデが王になった時にエルサレムを征服するようになる。

2)Ⅱサム 7:16（あなたの家とあなたの王国とは、わたしの前にとこしえまでも
続き、あなたの王座はとこしえまでも堅く立つ。）

(1)ダビデはエルサレムに神殿を造る理由を分かってた－この理由で祝福された
‐ダビデが神殿建築を決断した→主の願いであるため主が喜ばれる。

(2)ダビデは神殿建築にオールインをするべきなのに、人口調査をするなど主の心
とは違う方向に向かう→災い、疫病が起こる

(3)モリヤの地を買い祭壇を築き全焼の生贄を捧げる(悔い改める)‐災いが終わる
3)Ⅰ列 6:1(イスラエル人がエジプトの地を出てから四百八十年目、ソロモンがイス
ラエルの王となってから四年目のジブの月、すなわち第二の月に、ソロモンは主

の家の建設に取りかかった。)
(1)出エジプトから 480年後、ソロモンを通して神殿が出来る。
(2)神殿運動をすることが神様の目的である。

4)エズ 1:1－3(ペルシヤの王クロスは言う。『天の神、主は、地のすべての王国を私
に賜わった。この方はユダにあるエルサレムに、ご自分のために宮を建てること

を私にゆだねられた。)
(1)ダビデ以降の王が、神殿運動の重要性を忘れる-バビロンの捕囚
(2)クロス王が、民たちを帰還をさせ 70年後に神殿を再建する(ゼカ 4:6)。

5)使徒 1:1、3、8
(1)神殿が再建をされた後,神殿運動の重要性を忘れる-ローマの属国
(2)主がキリストを遣わし教会を建てる‐教会が神殿(エルサレム，アンテオケ)
(3)神様が願う神殿運動‐ただキリスト、礼拝中心、伝道、レムナント、237宣教
(4)使 1:1、3、8－キリストの十字架以外には少しも命も惜しくない(使 20:24)。

▲問題が来たときには、すぐに悔い改めをするべきである。

1)Ⅰ歴 21:16-17（罪を犯したのは、はなはだしい悪を行った
のは、この私です／わが神、主よ。どうか、あなたの御手

を、私と私の一家に下してください。あなたの民は、疫病

に渡さないでください。」）

(1)ダビデが人口調査をして、神様は、疫病の罰を下す。
(2)ダビデたちは荒布を身にまとい主に悔い改めた。
(3)神殿運動に関心がない事－悔い改めるべき。

2)黙 2:5(あなたは、どこから落ちたかを思い出し、悔い改め
て、初めの行いをしなさい。）

(1)教会の務めを忘れた事に神様は悔い改めを命じる。
(2)ただキリスト,礼拝,伝道・ 237宣教,レムナント運動に
関心がないからだから問題が来るしかない。

→神殿運動に心が集中しない事を悔い改めをするように。

→礼拝の御言葉に集中をして聖霊充満を受けるように。

3)黙 11:3（それから、わたしがわたしのふたりの証人に許す
と、彼らは荒布を着て千二百六十日の間預言する。」）

(1)「ふたりの証人」－教会のことである。
(2)「荒布を着る」－悔い改めた事の意味
(3)「悔い改め」の意味－他に向かっていた関心を正しい
方向に向けること(集中をすることである)。
(4)ただキリスト,神の国,聖霊の満たしでない事を悔い改め

4)滅びる人は悔い改めをしない人(黙 9:20、黙 16:9)。
5)マラ 2:11－12（まことにユダは、主の愛された主の聖所を
汚し、外国の神の娘をめとった。）

(1)偶像を拝んだのは、偶像崇拝する女性と結婚をした為。
－配偶者が救われてない場合は、悔い改めて伝道する。

(2)マラ 2:14－15（神は人を一体に造られたのではないか。
彼には、霊の残りがある。その一体の人は何を求めるのか。

神の子孫ではないか。あなたがたは、あなたがたの霊に注

意せよ。あなたの若い時の妻を裏切ってはならない。）

・夫婦関係を維持－レムナント運動の為に結婚をさせた。

・離婚をしている場合－今後は、離婚しない決断をする。

(3)マラ 3:7-9（『どのようにして、私たちはあなたのものを
盗んだでしょうか。』それは、十分の一と奉納物によってで

ある。あなたがたはのろいを受けている。あなたがたは、

わたしのものを盗んでいる。この民全体が盗んでいる。）

・自分が得た収入は自分の物ではなくて神様の物である。

・神の子供は主の物である十分の一献金をして主に捧げる

▲悔い改めて主の御心に進む時に神様は

祝福を注いでくださる。

1)マラ 3:10-12(経済祝福)（十分の一をこと
ごとく、宝物倉に携えて来て、わたしの

家の食物とせよ。こうしてわたしをため

してみよ。－－万軍の主は仰せられる－

－わたしがあなたがたのために、天の窓

を開き、あふれるばかりの祝福をあなた

がたに注ぐかどうかをためしてみよ。）

(1)10分の 1献金をする時,経済の祝福。
(2)経済の祝福を受け教会・学校を建てる
(3)伝道,宣教の為に経済を回復する。

2)マラ 3:16(いのちの本)（主を恐れ、主の
御名を尊ぶ者たちのために、主の前で、

記憶の書がしるされた。）

(1)「記憶の書」-天国の命の書の意味
(2)私たちに永遠の命を与えられた。

3)マラ 3:17(主に愛される)（わたしが事を
行う日に、わたしの宝となる。人が自分

に仕える子をあわれむように、わたしは

彼らをあわれむ。)-特に神様に愛される
4)マラ 3:18(審判する祝福)（あなたがたは
再び、正しい人と悪者、神に仕える者と

仕えない者との違いを見るようになる）

5)マラ 4:2(癒しの祝福)（わたしの名を恐れ
るあなたがたには、義の太陽が上り、そ

の翼には、いやしがある。あなたがたは

外に出て牛舎の子牛のようにはね回る）

(1)神殿運動をする人は健康になる。
(2)病の中にある人は、ただキリスト、
伝道,宣教の為に決断する祈りを捧げる。

6)マラ 4:3(征服者の祝福)（あなたがたはま
た、悪者どもを踏みつける。彼らは、わ

たしが事を行なう日に、あなたがたの足

の下で灰となるからだ)
・悪魔を踏み砕き勝利する人生(ロ 16:20)
▲結論-ただキリスト,ただ礼拝(聖霊充満)
ただ伝道,237宣教,レムナント運動
(神の国)にオールインをするように。



現場地教会（2019 年 5 月 10 日～2020 年 5 月 16 日）

【賛美】 「イエスわが王よ」

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ

私は神のもの ゆえに神にささげん 御心のままにおさめよ 主イエスよ

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ

【使徒信条】

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン

【メッセージ】 「神殿運動の悔い改めと祝福」（マラキ 4:1-3）

【讃美】 350 わが罪きよめて

【祈り】

①教会の祈りの課題

・元旦メッセージ：「サタンを踏み砕く」ローマ 16:20、

「次世代を生かす歩みとなる 30 年」ローマ 16:25-27

・御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。

②区域地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。

③区域地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。

【フォーラム】

【祈り】

【主の祈り】

天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン

福音宣教教会

祈り題

1. 福音宣教教会(ローマ 16:20、25－27)
2. 主任牧師(使徒 6:4、アモ 3:7、創世記 18:17)
3. レムナント(イザヤ 6:13)
4. 癒し(使徒 19:8－20)
5. 日本神学校、東日本神学校(Ⅱ列 6:8－23)
6. 200都市(創世記 41:36－38)
7. 1000大学(使徒 19:9－10)
8. 日本総会教会(使徒 6:4、コロ 4:2－3)
9. 日本 8000教会(使徒 17:1－3)
10. 本部、柳牧師(138、14、24、、25、00、237)
11. 日本 1%福音化(使徒 18:9－10)
12. 世界 237宣教、宣教師(マタ 24:14、使徒 1:8)

契約の祈り
(主日礼拝)

1. 人生を破壊するサタンに勝利する道はただキリストであり、サタン
の国を滅ぼして神の国を立てることが最も重要な神殿運動であると

信じます。

2. サタンに騙されて神殿運動から逸れ、創 3,6,11章の生き方をし、
家庭福音化・ Rt運動・十一献金を失っていたことを悔い改めます。

3. ①ただキリスト,②礼拝,③伝道,④Rt運動,⑤237宣教の神殿運動に
All-inするとき、サタンを踏み砕き、健康と経済が回復される日本 1％
福音化の答えを受けますように。

お知らせ
1. 夜間伝道弟子班(5/12-7/7,毎週火曜日 19:30～21:30)

申し込み:鈴木文牧師。

福音宣教教会
主管牧師：御国イザヤ

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003

主日(日曜)1 部礼拝 7:00 ／ 2 部礼拝 10:00 ／ 3 部礼拝 12:00


